
規

則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
建

築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

福
島
県
規
則
第
三
号

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則(

昭

和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
三
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
福
島
協
和
信
用
組
合
の
項
を
削
り
、
同
表
会
津
商
工
信
用
組
合
の
項
中｢

大
塚
支
店｣

の

下
に｢

、
会
津
坂
下
支
店
、
新
鶴
支
店
、
会
津
高
田
支
店
、
塩
川
支
店
、
会
津
本
郷
支
店
、
中
央
通
り

支
店
、
西
会
津
支
店
、
河
東
支
店｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

財
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
四
号

福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則(

昭
和
六
十
一
年
福
島
県
規
則
第
五
十
六
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

｢

耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
大
字
熱

耶
麻
郡
熱
塩

別
表
第
二
の
一
の
表
一
般
国
道
一
二
一
号
の
項
中

塩
字
桧
沢
山
国
有
林
喜
多
方

塩
字
西
沢
山

事
業
区
六
一
林
班
ほ
小
班
先

六
地
先(

県

(

山
形
県
境)

線
接
続
点)

｢

加
納
村
大
字
熱

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩

二
一
三
四
番
二

を

字
桧
沢
山
国
有
林
喜
多
方
事

字
西
沢
山
二
一
三
四
番
二
六

に
改
め
、

道
日
中
喜
多
方

業
区
六
一
林
班
ほ
小
班
先

地
先(

県
道
日
中
喜
多
方
線

(

山
形
県
境)

接
続
点)
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び

に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

一

○
福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

二

告

示

○
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
市
町
村
の
人

口
を
告
示
す
る
件

二

○
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
郡
の
人
口
を
告
示

す
る
件

二

○
騒
音
規
制
法
の
規
定
に
基
づ
き
規
制
地

域
等
を
指
定
し
、
規
制
基
準
等
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

○
振
動
規
制
法
の
規
定
に
基
づ
き
規
制
地

域
等
を
指
定
し
、
規
制
基
準
等
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

○
悪
臭
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
き
規
制
地

域
を
指
定
し
、
及
び
規
制
基
準
等
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三

○
飲
食
営
業
等
に
伴
っ
て
発
生
す
る
騒
音

を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活

環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
地
域
と
し
て
指
定
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三

○
民
生
委
員
が
民
生
委
員
協
議
会
を
組
織

す
る
区
域
を
定
め
た
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

三

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た

件

三

○
車
両
制
限
令
の
規
定
に
よ
り
道
路
を
指

定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三

○
福
島
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
と

し
て
指
定
し
た
件

四

公

告

○
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
四
件

四

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

福
島
県
公
安
委
員
会

○
福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

福
島
県
人
事
委
員
会

○
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

七

正

誤

○
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
付
け
定

例
第
千
七
百
二
十
三
号
中

八



告

示

｣
｢

｢

耶
麻
郡
塩
川
町
字
東
栄
町
五

喜
多
方
市
塩
川
町
字

同
表
県
道
猪
苗
代
塩
川
線
の
項
中

丁
目
一
番
二
六
地
先

を

五
丁
目
一
番
二
六
地

(

国
道
一
二
一
号
交
差
点)

(

国
道
一
二
一
号
交

｣
｢

｢

東
栄
町

耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
大
字
熱

先

に
改
め
、
同
表
県
道
日
中
喜
多
方
線
の
項
中

塩
字
西
沢
山
二
一
三
四
番
二

を

差
点)

六
地
先

｣
(

国
道
一
二
一
号
接
続
点)

｣

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩

字
西
沢
山
二
一
三
四
番
二
六

に
改
め
る
。

地
先

(

国
道
一
二
一
号
接
続
点)

｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
都
市
領
域
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
五
号

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則(

昭
和
四
十
七
年
福
島
県
規
則
第
七
十
九
号)
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
六
号
イ
中｢

喜
多
方
市｣

の
下
に｢

(

熱
塩
加
納
町
、
山
都
町
及
び
高
郷
町
の
区
域
を

除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
号
中
オ
を
削
り
、
カ
を
オ
と
し
、
キ
を
カ
と
し
、
同
条
第
七
号
ウ
を
同
号
エ

と
し
、
同
号
イ
中｢

耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
、
同
郡
北
塩
原
村｣

を｢

耶
麻
郡
北
塩
原
村｣

に
改
め
、
同

号
中
イ
を
ウ
と
し
、
ア
を
イ
と
し
、
同
号
に
ア
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町

第
十
九
条
第
八
号
中｢

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
大
塩
、
同
郡
山
都
町
、
同
郡
西
会
津
町
、
同
郡
高
郷

村
並
び
に
同
郡
猪
苗
代
町
大
字
若
宮
、
大
字
蚕
養
及
び
字
山
神
原｣

を｢

次
に
掲
げ
る
区
域｣

に
改
め
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ア

喜
多
方
市
山
都
町
及
び
高
郷
町

イ

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
大
塩
、
同
郡
西
会
津
町
並
び
に
同
郡
猪
苗
代
町
大
字
若
宮
、
大
字
蚕

養
及
び
字
山
神
原

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

建
築
領
域
建
築
指
導
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
十
四
号

平
成
十
八
年
一
月
四
日
に
喜
多
方
市
、
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
、
同
郡
塩
川
町
、
同
郡
山
都
町
及
び
同

郡
高
郷
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
喜
多
方
市
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
う
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
七
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
喜
多
方
市
の
人
口

は
、
五
万
六
千
三
百
九
十
五
人
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

(

市
町
村
領
域
広
域
行
政
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
十
五
号

平
成
十
八
年
一
月
四
日
に
喜
多
方
市
、
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
、
同
郡
塩
川
町
、
同
郡
山
都
町
及
び
同

郡
高
郷
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
喜
多
方
市
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
う
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
耶
麻
郡
の
人
口
は
、

三
万
二
千
六
百
六
十
六
人
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

(

市
町
村
領
域
広
域
行
政
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
十
六
号

騒
音
規
制
法
の
規
定
に
基
づ
き
規
制
地
域
等
を
指
定
し
、
規
制
基
準
等
を
定
め
る
件(

昭
和
五
十
四

年
福
島
県
告
示
第
二
百
七
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県

生
活
環
境
部
環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー
プ
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
及
び
喜
多
方
市
に
お
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

別
表
喜
多
方
市
の
部
第
一
種
区
域
の
項
中｢

第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域｣

の
下
に｢

(

塩
川
町
の

区
域
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
部
第
二
種
区
域
の
項
中｢

第
二
種
住
居
地
域｣

の
下
に｢

(

塩
川
町

の
区
域
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
部
第
三
種
区
域
の
項
中｢

準
工
業
地
域｣

の
下
に｢

(

塩
川
町
の

区
域
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
部
第
四
種
区
域
の
項
中｢

工
業
地
域｣

の
下
に｢

(

塩
川
町
の
区
域

を
除
く
。)

｣
を
加
え
る
。

(

環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
十
七
号

振
動
規
制
法
の
規
定
に
基
づ
き
規
制
地
域
等
を
指
定
し
、
規
制
基
準
等
を
定
め
る
件(

昭
和
五
十
四
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年
福
島
県
告
示
第
二
百
七
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県

生
活
環
境
部
環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー
プ
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
及
び
喜
多
方
市
に
お
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

別
表
喜
多
方
市
の
部
第
一
種
区
域
の
項
中｢

第
二
種
住
居
地
域｣

の
下
に｢

(

塩
川
町
の
区
域
を
除

く
。)

｣

を
加
え
、
同
部
第
二
種
区
域
の
項
中

｢

工
業
地
域｣

の
下
に

｢
(

塩
川
町
の
区
域
を
除

く
。)

｣

を
加
え
る
。

(

環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
十
八
号

悪
臭
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
き
規
制
地
域
を
指
定
し
、
及
び
規
制
基
準
等
を
定
め
る
件(

平
成
八
年

福
島
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
生

活
環
境
部
環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー
プ
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
及
び
喜
多
方
市
に
お
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

一
の
項｢

、
耶
麻
郡
塩
川
町｣

を
削
る
。

別
表
耶
麻
郡
塩
川
町
の
項
を
削
る
。

(
環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
十
九
号

飲
食
営
業
等
に
伴
っ
て
発
生
す
る
騒
音
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
地
域
と
し
て
指
定
す
る
件(

平
成
十
七
年
福
島
県
告
示
第
四
百
三
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー

プ
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
及
び
喜
多
方
市
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

表
喜
多
方
市
の
部
Ａ
区
域
の
項
中｢

第
二
種
住
居
地
域｣

の
下
に｢

(

塩
川
町
の
区
域
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
部
Ｂ
区
域
の
項
中｢

工
業
地
域｣

の
下
に｢

(

塩
川
町
の
区
域
を
除
く
。)

｣

を
加
え
る
。

(

環
境
保
全
領
域
大
気
環
境
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
十
号

民
生
委
員
が
民
生
委
員
協
議
会
を
組
織
す
る
区
域
を
定
め
た
件(

昭
和
四
十
一
年
福
島
県
告
示
第
五

百
七
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

表
喜
多
方
市
の
部
豊
川
方
部
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

熱
塩
加
納
町
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域

熱
塩
加
納
町

塩
川
町
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域

塩
川
町

山
都
町
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域

山
都
町

高
郷
町
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域

高
郷
町

表
耶
麻
郡
の
部
熱
塩
加
納
村
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域
の
項
、
塩
川
町
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域
の

項
、
山
都
町
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域
の
項
及
び
高
郷
村
民
生
委
員
協
議
会
の
区
域
の
項
を
削
る
。

(

生
活
福
祉
領
域
地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
十
一
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

熊
倉
地
区
に
係
る
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
。

こ
の
変
更
後
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
十
八
年
一
月
五
日
か
ら(

二
十
日
間)

同

月
二
十
四
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

西
白
河
郡
西
郷
村
役
場

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
二
十
二
号

車
両
制
限
令
の
規
定
に
よ
り
道
路
を
指
定
す
る
件(

平
成
十
年
福
島
県
告
示
第
百
五
十
四
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

一
の
表
一
般
国
道
一
二
一
号
の
項
中｢

耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
大
字
熱
塩
字
大
桧
沢
山
丙
番
外
二
番
地

先｣
を｢

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
大
桧
沢
山
丙
番
外
二
番
地
先｣

に
、｢

同

郡
同

村

大
字
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一
三
四
番
一
地
先｣

を｢

同

市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一
三

四
番
一
地
先｣
に
改
め
、
同
表
県
道
日
中
喜
多
方
線
の
項
中｢

耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
大
字
熱
塩
字
西
沢

山
丙
二
一
三
四
番
一
地
先｣

を｢

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
西
沢
山
丙
二
一
三
四
番
一
地
先｣

に
、

｢

喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山
字
三
百
苅
五
六
六
七
番
一
地
先｣

を｢

同

市
松
山
町
鳥
見
山
字
三
百

苅
五
六
六
七
番
一
地
先｣
に
改
め
る
。

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)
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公

告

福
島
県
告
示
第
二
十
三
号

福
島
県
収
入
証
紙
条
例(

昭
和
三
十
九
年
福
島
県
条
例
第
九
十
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

福
島
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
と
し
て
平
成
十
七
年
十
二
月
十
三
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

氏
名
又
は
名
称

住
所

指
定
の
有
効
期
間

売
り
さ
ば
き
の
場
所

山
内

勝
司

大
沼
郡
金
山
町
大
字

平
成
一
七
年
一
二
月
一
三
日
か
ら

住
所
地
に
同
じ

川
口
字
森
ノ
上
四
七

平
成
二
二
年
九
月
三
〇
日
ま
で

三
番
地

(

出
納
局
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
五
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
す
る
件(
昭
和
四
十
五
年
公
告
第
六
十
六
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
こ
の
改
正
に
係
る
関
係
図
面
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務
領
域
農
地

利
用
調
整
グ
ル
ー
プ
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

表
耶
麻
郡
塩
川
町
の
項
を
削
る
。

(

農
林
総
務
領
域
農
地
利
用
調
整
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
す
る
件(

昭
和
四
十
五
年
公
告
第
三
百
六
十
五
号)
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
こ
の
改
正
に
係
る
関
係
図
面
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務
領
域

農
地
利
用
調
整
グ
ル
ー
プ
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

表
喜
多
方
市
の
項
地
域
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

喜
多
方
市
の
区
域
の
う
ち
、
次
の
一
か
ら
二
三
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

一

上
三
宮
町
三
谷
字
雨
沼
、
同
字
松
ノ
沢
、
同
字
門
前
、
同
字
芳
ケ
沢
、
同
字
寺
山
、
同
字

蛇
喰
、
同
字
丸
山
平
、
同
字
久
根
沢
、
同
字
中
丸
、
同
字
大
沼
出
口
、
同
字
丸
山
、
同
字
丸

山
曽
根
、
同
字
大
窪
北
、
同
字
大
窪
、
同
字
荷
付
場
、
同
字
北
草
井
沢
、
同
字
柏
葉
峠
、
同

字
水
林
、
同
字
羽
黒
山
、
同
字
嘉
山
、
同
字
諏
訪
山
、
同
字
南
松
野
沢
、
同
字
大
平
、
同
字

芦
沢
、
同
字
大
長
嶺
、
同
字
舘
山
、
同
字
天
王
山
及
び
同
字
三
坂
ノ
下
の
区
域

二

上
三
宮
町
吉
川
字
相
ノ
沢
、
同
字
山
ノ
神
、
同
字
所
窪
、
同
字
二
本
松
、
同
字
北
山
、
同

字
南
樟
平
、
同
字
北
樟
平
、
同
字
舘
山
、
同
字
作
道
、
同
字
惣
社
松
及
び
同
字
鶴
沼
の
区
域

三

岩
月
町
入
田
付
字
七
曲
、
同
字
冷
田
ノ
沢
、
同
字
長
坂
、
同
字
畑
、
同
字
越
戸
、
同
字
小

女
ケ
沢
、
同
字
大
平
口
、
同
字
小
水
甲
賀
、
同
字
赤
井
畑
、
同
字
片
平
山
、
同
字
前
坂
、
同

字
霧
ケ
窪
、
同
字
銅
屋
沢
、
同
字
山
藤
六
、
同
字
寺
ノ
上
、
同
字
滝
ノ
上
、
同
字
沼
ノ
上
、

同
字
北
ノ
上
、
同
字
堤
、
同
字
水
上
、
同
字
西
原
沢
、
同
字
大
畑
、
同
字
口
細
沢
、
同
字
矢

ノ
目
沢
、
同
字
古
屋
敷
、
同
字
石
原
沢
、
同
字
淡
路
小
屋
、
同
字
松
留
、
同
字
桂
畑
、
同
字

持
葉
沢
川
東
、
同
字
円
角
沢
、
同
字
箱
ノ
倉
、
同
字
李
平
、
同
字
大
滝
、
同
字
小
滝
沢
、
同

字
坂
本
、
同
字
大
峠
、
同
字
惣
社
山
、
同
字
桜
沢
、
同
字
霧
ケ
窪
山
、
同
字
中
藤
六
、
同
字

藤
六
入
、
同
字
沼
尻
前
山
、
同
字
滝
ノ
上
山
、
同
字
寺
ノ
上
山
、
同
字
犬
桜
、
同
字
沼
尻
山
、

同
字
西
舘
山
、
同
字
水
上
、
同
字
袖
原
山
、
同
字
西
原
沢
山
、
同
字
西
原
山
、
同
字
治
郎
取

沢
、
同
字
塩
ノ
沢
口
、
同
字
東
沢
、
同
字
円
角
沢
山
、
同
字
小
滝
沢
山
、
同
字
李
平
山
、
同

字
大
滝
口
山
、
同
字
萩
平
山
、
同
字
根
小
屋
山
、
同
字
入
水
上
、
同
字
東
ノ
入
、
同
字
小
峠
、

同
字
銅
山
、
同
字
大
千
平
、
同
字
大
峠
山
、
同
字
西
ノ
入
、
同
字
桜
石
、
同
字
大
平
、
同
字

箱
ノ
倉
口
、
同
字
長
根
下
山
、
同
字
朴
沢
山
、
同
字
桂
畑
山
、
同
字
降
滝
、
同
字
古
屋
敷
、

同
字
矢
ノ
目
沢
山
、
同
字
大
畑
山
、
同
字
男
ノ
沢
山
、
同
字
関
根
山
、
同
字
大
窪
山
、
同
字

黒
瀬
山
、
同
字
石
原
沢
山
、
同
字
根
本
山
、
同
字
西
治
里
山
、
同
字
上
中
山
、
同
字
若
林
山
、

同
字
越
戸
山
、
同
字
越
口
、
同
字
谷
地
川
、
同
字
萱
刈
場
、
同
字
早
稲
薄
、
同
字
餓
鬼
鬼
、

同
字
舘
ノ
越
、
同
字
悪
焼
沢
、
同
字
大
水
甲
賀
、
同
字
大
平
山
、
同
字
畑
山
、
同
字
冷
田
ノ

沢
山
、
同
字
宇
津
野
越
戸
、
同
字
長
坂
山
、
同
字
八
森
山
、
同
字
広
面
山
、
同
字
杉
山
上
山
、

同
字
甘
蕨
道
上
山
、
同
字
鹿
島
崎
山
、
同
字
長
窪
越
戸
、
同
字
舘
ノ
下
山
、
同
字
亀
岩
尻
山
、

同
字
七
曲
山
、
同
字
石
釜
、
同
字
松
留
山
、
同
字
北
原
山
及
び
同
字
朴
沢
の
区
域

四

岩
月
町
宮
津
字
峠
、
同
字
打
入
西
、
同
字
東
山
、
同
字
芋
畑
ケ
沢
、
同
字
宝
ノ
木
沢
、
同

字
分
後
沢
、
同
字
大
志
田
、
同
字
大
窪
、
同
字
石
山
、
同
字
南
五
郎
引
沢
、
同
字
南
坪
ケ
沢
、

同
字
富
士
ノ
下
、
同
字
西
カ
ラ
シ
タ
根
、
同
字
細
畑
根
、
同
字
堤
尻
、
同
字
表
山
、
同
字
勝

負
沢
、
同
字
中
ノ
沢
、
同
字
柳
沢
山
、
同
字
家
ノ
後
山
、
同
字
中
ノ
沢
山
、
同
字
羽
黒
山
、

同
字
壇
居
、
同
字
細
沢
、
同
字
東
沢
、
同
字
堤
尻
、
同
字
上
ノ
山
、
同
字
芋
畑
ケ
沢
、
同
字

泥
蒲
沢
及
び
同
字
鉢
森
の
区
域

五

岩
月
町
大
都
字
ウ
イ
ル
坂
、
同
字
菖
蒲
沢
、
同
字
五
貫
沢
、
同
字
中
山
、
同
字
吹
屋
沢
、

同
字
ケ
ケ
窪
、
同
字
鳥
石
、
同
字
大
平
、
同
字
三
ツ
石
、
同
字
ム
ク
ロ
木
及
び
同
字
妙
賀
沢

の
区
域

六

関
柴
町
関
柴
字
下
大
窪
、
同
字
大
窪
、
同
字
甘
草
苅
、
同
字
打
入
東
、
同
字
蟹
沢
、
同
字

蟹
沢
入
、
同
字
西
打
越
、
同
字
寺
入
、
同
字
五
倫
、
同
字
下
打
越
、
同
字
赤
坂
後
、
同
字
寺

ノ
後
、
同
字
打
越
、
同
字
東
打
越
、
同
字
諏
訪
ノ
上
、
同
字
入
柴
西
、
同
字
黒
が
沢
、
同
字

門
光
寺
後
、
同
字
諏
訪
後
、
同
字
万
太
郎
沢
、
同
字
墓
ノ
後
、
同
字
経
塚
、
同
字
山
口
平
、

同
字
黒
岩
、
同
字
滝
ノ
平
、
同
字
沼
尻
、
同
字
北
林
、
同
字
萱
場
山
、
同
字
金
山
沢
、
同
字

葉
ノ
木
谷
地
、
同
字
菅
沼
入
、
同
字
穴
ノ
沢
、
同
字
石
宮
、
同
字
和
尚
段
、
同
字
死
人
沢
、

同
字
大
悪
場
及
び
同
字
小
悪
場
の
区
域
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七

関
柴
町
下
柴
字
長
光
窪
、
同
字
糠
敷
沢
、
同
字
石
堂
沢
、
同
字
羽
山
堂
、
同
字
小
鳴
沢
、

同
字
雨
沼
、
同
字
水
無
、
同
字
狐
窪
、
同
字
水
出
口
、
同
字
葭
沼
、
同
字
北
窪
、
同
字
西
窪
、

同
字
二
重
平
、
同
字
収
納
平
、
同
字
日
影
、
同
字
小
白
木
沢
、
同
字
大
野
、
同
字
雨
ケ
作
山
、

同
字
骨
土
入
及
び
同
字
大
門
山
の
区
域

八

熊
倉
町
熊
倉
字
高
城
下
の
区
域

九

熊
倉
町
都
字
大
平(

丙)

及
び
同
字
泥
浮
曽
根(

丙)

の
区
域

一
〇

熊
倉
町
新
合
字
茂
平
作(

甲)

、
同
字
石
高
山(

甲)

、
同
字
巣
釜(

甲)

、
同
字
姥

懐(

甲)
、
同
字
三
郎
沢(

甲)

、
同
字
三
之
伊
羅(

甲)

、
同
字
二
之
伊
羅(

甲)

、
同

字
一
之
伊
羅(
甲)
、
同
字
大
廣
沢(

甲)

、
同
字
大
窪(

丙)

、
同
字
五
郎
平(

丙)

、

同
字
縵
ノ
作(

丙)
、
同
字
和
佐
大
沢(

丙)

、
同
字
水
梨(

丙)

、
同
字
一
ノ
岩(

丙)

、

同
字
二
三
ノ
岩(

丙)
、
同
字
水
沢(

丙)

、
同
字
釜
場(

丙)

及
び
同
字
峠(

丙)

の
区

域
一
一

熊
倉
町
雄
国
字
萩
平
丙
一
五
五
二
番
地
、
同
一
五
五
三
番
地
、
同
一
五
五
四
番
地
、
同

一
五
五
五
番
地
、
同
一
五
五
八
番
地
、
同
一
五
五
九
番
地
、
同
一
五
六
一
番
地
、
同
一
五
六

二
番
地
、
同
一
五
六
三
番
地
、
同
一
五
六
四
番
地
、
同
一
五
六
五
番
地
、
同
一
五
六
七
番
地
、

同
一
五
六
八
番
地
、
同
一
五
六
九
番
地
、
同
一
五
七
〇
番
地
、
同
一
五
七
一
番
地
の
一
及
び

二
、
同
一
五
七
二
番
地
、
同
一
五
九
四
番
地
、
同
一
五
九
五
番
地
、
同
一
五
九
六
番
地
、
同

一
五
九
九
番
地
、
同
一
六
〇
〇
番
地
、
同
一
六
〇
一
番
地
、
同
一
六
〇
二
番
地
、
同
一
六
〇

三
番
地
の
一
か
ら
四
ま
で
、
同
一
六
〇
五
番
地
の
一
及
び
二
、
同
一
六
〇
六
番
地
、
同
一
六

〇
七
番
地
、
同
一
六
〇
八
番
地
、
同
一
六
一
〇
番
地
、
同
一
六
一
一
番
地
、
同
一
六
一
三
番

地
の
一
か
ら
三
ま
で
、
同
一
六
一
六
番
地
、
同
一
六
一
八
番
地
の
一
及
び
二
、
同
一
六
二
七

番
地
、
同
一
六
二
八
番
地
、
同
一
六
二
九
番
地
、
同
一
六
三
〇
番
地
、
同
一
六
三
一
番
地
、

同
一
六
三
二
番
地
、
同
一
六
三
四
番
地
、
同
一
六
三
五
番
地
、
同
一
六
三
六
番
地
並
び
に
同

一
六
三
七
番
地
の
区
域

一
二

慶
徳
町
松
舞
家
字
沢
入
、
同
字
馬
坂
、
同
字
伊
勢
ノ
下
、
同
字
諏
訪
前
、
同
字
北
沢
入
、

同
字
南
沢
入
、
同
字
三
ツ
森
山
、
同
字
藤
倉
、
同
字
金
山
、
同
字
ヌ
ケ
山
、
同
字
水
林
山
、

同
字
雷
神
山
、
同
字
墓
ノ
上
、
同
字
稲
荷
山
、
同
字
柳
沢
、
同
字
東
大
平
、
同
字
所
沢
、
同

字
蕨
平
、
同
字
東
高
寺
、
同
字
大
原
口
、
同
字
鍛
冶
ケ
沢
、
同
字
二
本
木
原
及
び
同
字
戍
圧

曽
根
の
区
域

一
三

慶
徳
町
豊
岡
字
牛
沢
及
び
同
字
香
隈
山
の
区
域

一
四

慶
徳
町
新
宮
字
駿
河
、
同
字
阿
弥
陀
堂
、
同
字
雨
乞
峠
、
同
字
舘
ノ
越
、
同
字
一
ノ
寺
、

同
字
虚
空
蔵
森
、
同
字
三
獄
及
び
同
字
御
獄
の
区
域

一
五

慶
徳
町
山
科
字
羽
山
、
同
字
墓
東
、
同
字
水
上
、
同
字
杉
沢
、
同
字
北
条
、
同
字
沢
山
、

同
字
八
ケ
森
、
同
字
川
原
小
山
及
び
同
字
半
在
家
の
区
域

一
六

熱
塩
加
納
町
加
納
字
坪
毛
平
乙
八
三
番
か
ら
乙
八
七
番
ま
で
、
乙
九
八
番
、
乙
九
八
番

の
二
、
乙
九
八
九
番
、
乙
九
八
九
番
の
ロ
及
び
乙
九
八
九
番
の
ハ
、
同
字
川
東
大
平
山
乙
一

〇
二
三
番
、
同
字
川
西
黒
岩
山
三
番
か
ら
四
五
番
ま
で
、
四
七
番
、
四
九
番
か
ら
一
三
六
番

ま
で
、
一
五
〇
番
か
ら
一
五
七
番
ま
で
及
び
乙
一
〇
二
五
番
の
一
五
八
並
び
に
同
字
三
番
乙

一
四
三
番
の
一
及
び
乙
一
四
三
番
の
二
の
区
域

一
七

熱
塩
加
納
町
相
田
字
引
地
川
原
甲
一
三
六
五
番
、
同
字
野
辺
沢
山
甲
一
一
七
一
番
の
一

か
ら
甲
一
一
七
一
番
の
一
二
ま
で
、
甲
一
一
七
一
番
の
一
四
、
甲
一
一
七
一
番
の
一
八
、
甲

一
一
七
一
番
の
一
九
及
び
甲
一
一
七
一
番
の
二
一
、
同
字
平
次
岩
甲
一
〇
六
八
番
か
ら
甲
一

〇
七
〇
番
ま
で
、
同
字
小
屋
平
甲
一
一
八
六
番
か
ら
甲
一
一
九
一
番
ま
で
、
甲
一
一
九
四
番
、

甲
一
一
九
七
番
か
ら
甲
一
一
九
九
番
ま
で
、
甲
一
二
〇
〇
番
の
一
、
甲
一
二
〇
〇
番
の
二
及

び
甲
一
二
〇
一
番
、
同
字
赤
沢
中
甲
一
一
七
二
番
か
ら
甲
一
一
七
五
番
ま
で
、
甲
一
一
七
五

番
の
二
、
甲
一
一
七
五
番
の
三
、
甲
一
一
七
六
番
か
ら
甲
一
一
八
〇
番
ま
で
、
甲
一
一
八
二

番
、
甲
一
一
八
三
番
及
び
甲
一
一
八
三
番
の
乙
、
同
字
赤
沢
甲
一
二
〇
二
番
、
甲
一
二
〇
三

番
、
甲
一
二
〇
八
番
、
甲
一
二
一
六
番
、
甲
一
二
一
六
番
の
乙
、
一
三
一
四
番
及
び
甲
一
三

二
一
番
か
ら
甲
一
三
二
三
番
ま
で
、
同
字
小
奈
手
場
甲
一
三
六
六
番
及
び
甲
一
三
六
九
番
、

同
字
冥
加
坂
甲
一
三
三
四
番
、
甲
一
三
三
五
番
の
一
、
甲
一
三
三
五
番
の
二
及
び
一
三
三
六

番
、
同
字
狗
山
甲
一
三
三
三
七
番
、
同
字
向
山
甲
一
三
三
八
番
か
ら
甲
一
三
五
五
番
ま
で
、

同
字
八
森
甲
一
三
五
六
番
及
び
甲
一
三
五
七
番
、
同
字
西
猿
倉
甲
一
三
六
二
番
、
同
字
東
猿

倉
甲
一
三
六
三
番
、
同
字
横
道
甲
七
四
一
番
の
一
、
甲
七
四
一
番
の
二
及
び
甲
七
四
二
番
、

同
字
赤
沢
向
甲
九
九
五
番
の
一
及
び
甲
九
九
五
番
の
ロ
か
ら
甲
九
九
五
番
の
ホ
ま
で
、
同
字

下
萩
平
甲
九
九
六
番
の
イ
及
び
甲
九
九
六
番
の
ロ
並
び
に
同
字
上
萩
平
甲
九
九
七
番
及
び
甲

一
三
六
四
番
の
区
域

一
八

熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
弥
平
沢
山
丙
一
四
五
三
番
の
一
か
ら
丙
一
四
五
三
番
の
九
ま
で
、

同
字
小
赤
沢
丁
一
二
〇
二
番
か
ら
丁
一
二
〇
六
番
ま
で
、
丁
一
一
九
八
番
及
び
丁
一
一
九
九

番
、
同
字
赤
沢
丙
三
三
三
九
番
か
ら
丙
三
三
五
三
番
ま
で
、
同
字
大
桧
沢
山
丙
番
外
一
番
の

一
か
ら
丙
番
外
一
番
の
一
七
ま
で
、
丙
番
外
一
番
の
一
九
、
丙
番
外
一
番
の
二
二
か
ら
丙
番

外
一
番
の
二
八
ま
で
及
び
丙
番
外
一
番
の
ロ
、
同
字
清
吾
曽
根
丙
一
四
五
〇
番
、
同
字
オ
ソ

バ
丙
一
四
五
一
番
の
一
及
び
丙
一
四
五
一
番
の
二
、
同
字
小
桧
沢
乙
六
九
一
番
か
ら
乙
六
九

九
番
ま
で
、
乙
七
〇
〇
番
の
一
、
乙
七
〇
〇
番
の
二
、
乙
七
〇
一
番
か
ら
乙
七
〇
四
番
ま
で
、

乙
七
〇
六
番
、
乙
七
〇
七
番
、
乙
七
〇
九
番
か
ら
乙
七
一
二
番
ま
で
、
乙
七
一
三
番
の
一
か

ら
乙
七
一
三
番
の
三
ま
で
、
乙
七
一
四
番
の
一
か
ら
乙
七
一
四
番
の
三
ま
で
、
乙
七
一
五
番

及
び
乙
七
一
六
番
、
同
字
小
桧
沢
山
甲
番
外
一
番
の
一
、
甲
番
外
一
番
の
六
及
び
甲
番
外
一

番
の
一
四
、
同
字
松
坂
甲
一
一
九
一
番
の
一
並
び
に
同
字
畑
袋
甲
一
一
九
二
番
の
一
の
区
域

一
九

熱
塩
加
納
町
米
岡
字
北
向
丁
二
一
七
四
番
、
同
字
中
ノ
沢
丁
二
一
五
一
番
、
同
字
沼
ノ

沢
丁
二
一
四
一
番
及
び
同
字
日
影
丁
二
一
三
九
番
の
区
域

二
〇

市
町
村
の
廃
置
分
合
の
件(

平
成
十
七
年
総
務
省
告
示
第
八
百
五
十
四
号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て｢

平
成
十
七
年
告
示｣

と
い
う
。)

に
よ
る
廃
置
分
合
前
の
耶
麻
郡
塩
川
町
の

区
域
の
う
ち
、
塩
川
町
常
世
字
離
山
、
字
東
南
沢
、
字
中
道
地
前
、
字
赤
羽
根
及
び
字
下
の

沢
並
び
に
塩
川
町
中
屋
沢
字
樋
尻
平
、
字
刈
麻
山
丙
、
字
旗
頭
、
字
南
唐
沢
及
び
字
新
囲
以

東
の
区
域(

国
有
林
第
八
九
林
班
の
区
域
を
除
く
。)

二
一

平
成
十
七
年
告
示
に
よ
る
廃
置
分
合
前
の
喜
多
方
市
、
耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村
、
同
郡
山

都
町
及
び
同
郡
高
郷
町
の
区
域
の
う
ち
、
国
有
林
野
の
区
域

二
二

都
市
計
画
法
に
よ
る
用
途
地
域(

平
成
十
七
年
告
示
に
よ
る
廃
置
分
合
前
の
喜
多
方
市

の
区
域
の
う
ち
昭
和
六
十
三
年
喜
多
方
市
告
示
第
四
十
一
号
に
よ
る
変
更
後
の
用
途
地
域
及
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福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
公
安
委
員
会

び
平
成
十
七
年
告
示
に
よ
る
廃
置
分
合
前
の
耶
麻
郡
塩
川
町
の
区
域
の
う
ち
昭
和
六
十
三
年

塩
川
町
告
示
第
二
十
七
号
に
よ
る
変
更
後
の
用
途
地
域)

二
三

自
然
公
園
法(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号)

に
基
づ
く
磐
梯
朝
日
国
立
公
園

の
特
別
保
護
地
区

(

農
林
総
務
領
域
農
地
利
用
調
整
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
七
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
す
る
件(

昭
和
四
十
八
年
公
告
第
七
十
二
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
こ
の
改
正
に
係
る
関
係
図
面
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務
領
域
農
地

利
用
調
整
グ
ル
ー
プ
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

表
熱
塩
加
納(

耶
麻
郡
熱
塩
加
納
村)
の
項
を
削
る
。(

農
林
総
務
領
域
農
地
利
用
調
整
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
八
号

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号)

第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
と
し
て
指
定
す
る
件(

昭
和
四
十
八
年
公
告
第
二
百
八
十
六
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
こ
の
改
正
に
係
る
関
係
図
面
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務
領
域

農
地
利
用
調
整
グ
ル
ー
プ
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

栄
佐
久

表
山
都
の
項
及
び
高
郷
の
項
を
削
る
。

(

農
林
総
務
領
域
農
地
利
用
調
整
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則(

昭
和
二
十
五
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢

喜
多
方
市

喜
多
方
市(

塩

耶
麻
郡
熱
塩
加

川
町
及
び
高
郷

別
表
４
の
項
中

納
村

を

町
の
区
域
を
除

に
、｢

耶
麻
郡
塩
川
町

同

郡
北
塩
原

く
。)

同

郡
高
郷
村

｣

村

耶
麻
郡
北
塩
原

同

郡
山
都
町

｣

村

｣
｢

喜
多
方
市
塩
川

｢

喜
多
方
市
塩

を

町
及
び
同
市
高

に
改
め
、
同
表
５
の
項
中｢

耶
麻
郡
塩
川
町

を

町
及
び
同
市

郷
町

｣

同

郡
高
郷
村

｣

郷
町

川高

に
改
め
る
。

｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

教
育
振
興
領
域
県
立
学
校
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
｡

平
成
18年
１
月
４
日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
粟
野

章
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
(昭
和
32年
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号
)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

別
表
第
１
喜
多
方
警
察
署
の
部
塩
川
交
番
の
項
位
置
の
欄
及
び
所
管
区
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

喜
多
方
市
塩
川
喜
多
方
市
の
う
ち
塩
川
町

町別
表
第
２
喜
多
方
警
察
署
の
部
熱
塩
加
納
村
駐
在
所
の
項
位
置
の
欄
及
び
所
管
区
の
欄
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
｡

喜
多
方
市
熱
塩
喜
多
方
市
の
う
ち
熱
塩
加
納
村

加
納
町

別
表
第
２
喜
多
方
警
察
署
の
部
山
都
駐
在
所
の
項
か
ら
高
郷
駐
在
所
の
項
ま
で
の
位
置
の
欄
及
び
所

管
区
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

喜
多
方
市
山
都
喜
多
方
市
の
う
ち
山
都
町
(相
川
駐
在
所
の
所
管
区
を
除
く
｡
)
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福
島
県
人
事
委
員
会

町
字
西
原

喜
多
方
市
山
都
喜
多
方
市
の
う
ち
山
都
町
(相
川
､
早
稲
谷
､
一
ノ
木
､
朝
倉
に
限
る
｡
)

町
字
相
川

喜
多
方
市
高
郷
喜
多
方
市
の
う
ち
高
郷
町

町別
表
第
３
喜
多
方
警
察
署
の
項
所
管
区
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

喜
多
方
市
の
う
ち
幸
町
交
番
及
び
塩
川
交
番
並
び
に
上
三
宮
駐
在
所
､
熱
塩
加
納
駐
在
所
､
熊

倉
駐
在
所
､
山
都
駐
在
所
､
相
川
駐
在
所
及
び
高
郷
駐
在
所
の
所
管
区
を
除
く
全
域

附
則

こ
の
規
則
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(警
務
教
養
課
)

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

渡

邉

貞

雄

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則(

昭
和
三
十
五
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第

八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢

｢

須
賀

別
表
第
二
中

須
賀
川
市

須
賀
川
市
立
東
山
小
学
校

を

須
賀
川
市
立
大
東
小
学
校
上
小
山
田
分
校

｣

喜
多

｢

川
市

須
賀
川
市
立
東
山
小
学
校

耶

麻

郡

北
塩
原
村
立

須
賀
川
市
立
大
東
小
学
校
上
小
山
田
分
校

北
塩
原
村
立

に
、

山
都
町
立
山

方
市

喜
多
方
市
立
山
都
第
三
小
学
校

西
会
津
町
立

喜
多
方
市
立
高
郷
第
三
小
学
校

高
郷
村
立
高

｣

裏
磐
梯
小
学
校

｢

裏
磐
梯
中
学
校

耶

麻

郡

北
塩
原
村
立
裏
磐
梯
小
学
校

都
第
三
小
学
校

を

北
塩
原
村
立
裏
磐
梯
中
学
校

新
郷
小
学
校

西
会
津
町
立
新
郷
小
学
校

郷
第
三
小
学
校

｣

｢
｢

い
わ
き
市

い
わ
き
市
立
入
遠
野
小
学
校

を

い

に
、

い
わ
き
市
立
入
遠
野
中
学
校

｣
｣

喜

わ
き
市

い
わ
き
市
立
入
遠
野
小
学
校

｢

い
わ
き
市
立
入
遠
野
中
学
校

に
、

耶

麻

郡

北
塩
原
村
立

山
都
町
立
山

多
方
市

喜
多
方
市
立
山
都
第
二
小
学
校

｣

｢

大
塩
小
学
校

を

耶

麻

郡

北
塩
原
村
立
大
塩
小
学
校

都
第
二
小
学
校

｣

に
改
め
る
。

｣

別
表
第
三
い
わ
き
市
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

喜
多
方
市

喜
多
方
市
立
高
郷
第
一
小
学
校

別
表
第
三
耶
麻
郡
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

耶

麻

郡

磐
梯
町
立
磐
梯
第
二
小
学
校

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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七
二
四

七
二
四

ペ
ー
ジ

上 上 段

一
七

一
五

行

同

郡
同

村
長
屋
字
長
田
一

三
五
番
地
先
ま
で

安
達
郡
白
沢
村
長
屋
字
長
田
一

八
四
番
一
地
先
か
ら

正

同

郡
同

村
長
屋
字
長
田
一

三
五
番
一
地
先
ま
で

安
達
郡
白
沢
村
長
屋
字
長
田
一

八
四
番
一
番
地
か
ら

誤

(

採
用
給
与
グ
ル
ー
プ)

正

誤

○
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
付
け
定
例
第
千
七
百
二
十
三
号
中
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